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研究成果の概要（和文）：成長戦略が経済成長、経済全体の生産性、および資源配分に及ぼす効果を定量的に明
らかにするため、以下の研究を行い、研究成果を公表した。 (1)企業年齢および無形資産の蓄積が物的生産性、
マークアップおよび生産要素価格に及ぼす影響、 (2)産業レベルの集計生産性とその分解（技術的効率性、配分
効率性、参入効果、退出効果、およびバラエティ効果）、 (3)規模に依存した消費税制度が企業成長に及ぼす影
響、(4)アベノミクス下の市場集中度の低下と市場競争圧力の向上が全要素生産性（TFP）に及ぼす影響、(5)マ
クロ・産業レベルの生産性の国際比較、 (6)COVID-19感染拡大による企業の退出行動や消費への影響。

研究成果の概要（英文）：To conduct quantitative analyses on the effects of growth strategies on the 
economic growth, aggregate productivity, and resource allocation, we have conducted the following 
studies and published the outcomes: (1) effects of firm age and accumulation of intangible capital 
on physical productivity, markup, and factor prices, (2) aggregation and decomposition of 
industry-level productivity into technical efficiency, allocative efficiency, entry and exit 
effects, and variety effects, (3) effects of size-dependent consumption tax on firm growth, (4) 
effects of the lowering market concentration and the intensified market competition under Abenomics 
on total factor productivity (TFP), (5) international comparison of industry-level productivity, and
 (6) impacts of COVID-19 on firm exit and consumption.

研究分野： マクロ経済学

キーワード： 生産性　成長戦略　資源配分

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国民の生活水準向上のため、経済全体の生産性向上は不可欠である。そこで、まず生産性の現状把握（国際比較
含む）と要因分析（個別企業の投資による生産性上昇と参入・退出を含む資源配分を通じた生産性上昇）を行
い、さらに、税制や競争政策などの政策が企業の成長や資源の効率的な配分を通じて日本経済全体の生産性に及
ぼす影響を定量的に把握し、望ましい成長戦略の在り方に示唆を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
「成長戦略」は、アベノミクスの第三の矢として注目されつつも、具体的な進捗は芳しくなかっ
た。その背景には、利害対立を含む政治的困難に加え、成長戦略の効果に関する定性的な理解と
定量的な評価が明らかになっていないことも一因にあると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
イノベーション・IT 化・グローバリゼーションの促進などの成長戦略が経済成長、経済全体

の生産性、および資源配分に及ぼす効果を定量的に明らかにすることを目的とする。これによっ
て、これまで実施されてきた構造改革の効果の評価を行うとともに、今後の政策立案に向けた新
たな議論への材料提供を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 異質な経済主体を含むマクロ経済モデル等による理論分析と、事業所・企業レベルのパネルデ
ータ（工業統計調査、企業活動基本調査の個票等）を用いた実証分析を組み合わせることにより、
さまざま政策の定量的評価を行った。 
 
 
４．研究成果 
成長戦略が経済成長、経済全体の生産性、および資源配分に及ぼす効果を定量的に明らかにす

るため、以下の研究を行い、研究成果を公表した。 

(1) Hosono, Takizawa, and Yamanouchi (2020)は、企業年齢および無形資産の蓄積が物的生産性、

マークアップおよび生産要素価格に及ぼす影響を分析した。この結果、図１が示すように、

物的生産性の上昇が企業の売上成長に重要な役割を果たしていること、また、無形資産の蓄

積は物的生産性の上昇を通じて企業成長に寄与することを明らかにした。 

 
図1. 企業年齢と売上(Sales)、物的生産性(TFPQ)、マークアップ（Markup）、および要素価格の歪

（Distortion）との関係 

 

(2)Hosono and Takizawa (2019)は、異質な経済主体に基づくマクロ経済モデルに基づき、産業レベ

ルの集計生産性上昇率を技術的効率性、配分効率性、参入効果、退出効果、およびヴァラエ

ティ効果に分解した。この結果、図2に示すように、銀行危機後の2000年代前半に配分効率性

が悪化したこと、また、グローバル金融危機の2000年代後半に技術的効率性が悪化したこと



等を明らかにした。 
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図2．集計生産性上昇率（Aggregate TFP growth）の技術的効率性（TE for survivors）、配分効率

性（AE for survivors）、参入効果（Entry effect）、退出効果（Exit effect）、およびヴァラエテ

ィ効果（Variety effect）への分解 

 

(3) Hosono, Hotei, and Miyakawa (2019)は、規模に依存した消費税制度が企業成長に及ぼす影響を

理論および実証的に分析し、図3に示すように、本制度における免税点制度に係る閾値が企業

成長の阻害要因の一つとなっていること、また、その程度は企業の生産性と法令順守費用に

応じて異なることを明らかにした。 

 

図３．売上規模別企業数分布 

 

(4) 深尾、金 、権、池内（2021）は、アベノミクス下の市場集中度の低下と市場競争圧力の向上

が全要素生産性（TFP）に及ぼす影響を分析した。図4に示すように、アベノミクスの下では

負の退出効果を上回る、共分散効果（TFPが上昇した企業が産業内での付加価値シェアを増

やした効果）と参入効果が見られた。市場集中度の低下と市場競争圧力の向上が負の退出効

果を相殺するほど全要素生産性（TFP）を上昇させたことを示唆している。 



 

図4. 生産性動学分析によるTFP上昇の分解結果：2011-15年、年率 

 

(5)滝澤（2020）は、マクロ・産業レベルの労働生産性の国際比較を行った（図5）。この結果、

製造業における労働生産性の日米格差が 1997 年と比べ、若干拡大していること、サービス

産業においては、日米労働生産性格差の拡大幅が製造業に比して更に大きかったこと、また、

日本とドイツとの比較でも生産性格差は拡大していること等が明らかになった。 

 
図5. 産業別にみた日米の労働生産性格差 

 

(6)Miyakawa, Oikawa, and Ueda (2021)は、COVID-19感染拡大による企業の退出行動への影響を分

析し、産業・地域間で大きな異質性がみられるものの、全体としては潜在的に20％程度退出

を増加させること、また、潜在的退出の過剰な退出を防ぐためにはGDP比で約0.1%の補助金

が必要であることを明らかにした。また、Hosono (2021)は、図6に示すように、COVID-19感

染拡大が消費の構成を感染リスクの高いサービス消費から家庭内での自家生産サービス消費

へのシフトを促し、感染拡大と経済活動の抑制につながったことを明らかにした。 



 

図6．感染者割合と消費の変化率：感染リスクに応じて消費の構成を変化させるケース（Voluntary）

と緊急事態宣言による外出自粛要請のケース（Request） 
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Intangible Assets and Firms' Liquidity Holdings: Evidence from Japan

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

26th Symposium of the Society of Nonlinear Dynamics and Econometrics（国際学会）

サービス学会第６回国内大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

滝澤美帆

細野薫

細野薫

山ノ内健太

Western Economic Association International 14th International Conferenc（国際学会）

日本大学経済科学研究所ワークシップ：経済分析による政策評価

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

産業別労働生産性水準の国際比較

Intangible Capital and the Choice of External Financing Sources

Tax avoidance by capital reduction:Evidence from corporate tax reform in Japan

Competition, Uncertainty, and Productivity Dispersion

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

〔図書〕　計7件

2019年

55 (12)一般財団法人アジア太平洋研究所
 ２．出版社

奥平寛子・滝澤美帆
 ４．発行年

 ５．総ページ数

人口減少が経済に与える影響の分析研究会報告書：補論1 高年齢労働者の増加が事業所に与えた影響)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 １．著者名

日本財政学会第74回大会

DSGE-Contract Theory-Microeconometrics Workshop

ESRI workshop

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

布袋正樹

宮川大介

宮川大介

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Tax Avoidance by Capital Reduction: Evidence from corporate tax reform in Japan

Intangible Assets and Firms’ Liquidity Holdings: Evidence from Japan

Cash Holdings: Evidence from Firm-Level Big Data



2018年

2018年

2018年

2018年

308（27）

251 (18)

251（21）

280 (23)

きんざい

日本経済研究センター

日本経済研究センター

東京大学出版会

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

滝澤美帆

滝澤美帆

鶴光太郎・滝澤美帆

深尾京司・権赫旭・金榮愨・池内健太

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

イノベーションの研究　生産性向上の本質とは何か：第3章　日本の生産性の現状、生産性向上に向けた取
り組み
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